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10T の超伝導磁石の均一磁場中にポールピースとして二枚の鉄片を用いることで、 μm サイズの微小な空間に大き
な磁場勾配を作成した。磁束密度とその勾配の積、 B(dBldx) 、は MnCh 水溶液中のポリスチレン球の磁気泳動速
度から決定した。その大きさは、 4.0X104 T2m-1 と非常に大きい磁場勾配が得られた。この磁場勾配を用いれば 2
X 10-18 Am2 の磁気モーメントの検出が可能であり、これは SQUIÐ や MFM など従来の方法よりも優れている。次
に、 2-フルオロトルエン中に分散した半径 4"""10μm の MnCh 水溶液滴の磁気泳動速度を調べると、 MnCh 濃度に
比例している事が分かつた。更に Mn として 2-テノイルトリプルオロアセトンとトリーn-オクチルフォスフィンオキ
シドを加えた 2-フルオロトルエン液滴の MnCh 水溶液中の磁気泳動速度を調べると、有機液滴中の Mn(II)の化学種
の定量が可能であり、その分配比を求める事が可能であった。
2. マイクロ有機液滴に吸着した Ðy(III)錯体の磁気泳動法による検出・定量






















磁気泳動速度より、単一液滴中の atto mol レベルの Mn(II)の定量が可能で、あることを実証し、また、直径数マイク
ロメータの単一有機液滴の界面に吸着した微量の Ðy(III)・カルボ、ン酸錯体の界面濃度の定量に成功した。さらに、パ
ルスレーザー照射磁気泳動速度解析法により、単一の Co-Fe プルシアンプ、ル一類似体微結晶の光誘起スピン転移の測
定に成功した。本法は、原理の明快な新しい磁化率測定法であり、これまで、困難で、あった液中単一微粒子の磁化率お
よびスピン状態の研究に新たな手法を提供するものである。よって、本論文は博士(理学)の学位論文として優れて
価値のあるものと認める。
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